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＜改善内容＞ 

全車両、エンジンのアース線の取り回し点検し、損傷の無い場合は適切な固定をする。損傷が被覆の

みであった場合は、アース線を修理し、アース線内部のワイヤーまで損傷があった場合には、アース

線アッセンブリーを交換する。 

 

＜識別方法＞ 

左側ストラットタワー部分に黄色ペイントを塗布する。 

エンジンのアース線の取り回しが不適切なため、ドライブシャフトに接触しているものがあ

る。そのため、そのままの状態で使用を続けると、走行中にアース線が損傷し、最悪の場合、

エンジンが始動できなくなるおそれがある。 

＜不具合の状況＞ 

は不具合発生化箇所 




